























































































                                                        


















































































を 2019年に行っている（楢葉町 2019： 10）。
また、大谷では 2017年から「心の復興事業」に
より町外の学生とともに稲作をしている（A氏




































































は 2017 年 10 月から 2019 年 2 月までの間に
行った半構造的ヒアリングに基づくものであ
る。 




























































































































































































れを兼ねた県外での 1 泊 2 日の研修旅行を







































































                                                        
6 残り 1割は会の運営費となる。また月に各会
員から 500円を徴収し、会の運営にあてている





































                                                        























































動が主になると T 氏は考えている（T 氏ヒア





























                                                        











































して 2011年から 2017年 3月まで楢葉町に勤












じめたが、2016 年度～2018 年度は年間 100
万円弱の「楢葉町心の復興事業」補助金を獲
得し、活動費の補助にあてている。昼食を提
供するため、食費分の 300 円（1 人あたり）
は参加者の負担である（I氏ヒアリング 2017
年 10月 12日、2018年 2月 15日、2019年 2
月 20日、楢葉町 2017: 15）。 
②共同性を担う主体 
団体の代表は、団体の組織化当初から 70













ないという（I氏ヒアリング 2017年 10月 12










































                                                        
























アリング 2018年 6月 25日、A氏ヒアリング





ている。60 代から 70 代の女性が中心である
が 90 代の男性もいる（G 氏ヒアリング 2018




























































































                                                        








































































































援している（T 氏ヒアリング 2019 年 2 月 19































アリング 2019年 2月 19日）。 
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